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 生徒が確実に基礎的・基本的な知識及び技能を習得できるようにするためには、解説に示されている小・中・

高等学校の系統性を踏まえ、発達の段階に応じて示されている具体的な指導内容や各領域で重点化された取り上げ

ることが効果的な指導事項の具体的な解説の「例示」を参考にしながら、発達の段階等を考慮した指導事項や指導

内容を設定することが大切です。（各領域に重点化されている指導事項の具体的な分類については、下記参考資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの資質・能力をバランスよく育成するためには、生徒自らがこれまで学習した知識や技能を活用して解決方法を

思考・判断・表現(A)しながら、自己や仲間が明確にした課題について主体的・協働的に解決していく場面を意図的・計

画的に設定(B)することなど、単元デザインを工夫することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説に記載のあるネット型の指導における具体的な視点】 
● ：空いた場所への攻撃を中心としたラリーの継続につ

いての学習課題を追求しやすいように、(中略)工夫
したゲームを取り入れること。 

● ：仲間と連携した「拾う、つなぐ、打つ」などの一連の
流れで空いている場所を攻撃したり、空いている場所
を作りだして攻撃したり、その攻撃に対応して守るこ
とを中心に自己のチームや相手チームの特徴を踏まえ
た作戦を立てさせること。 
※中学校学習指導要領解説 保健体育編 Ｐ124・132 参照 

【解説に記載のあるネット型における｢技能｣の｢例示｣の内容】 
● ：・プレイを開始するときは、各ポジションの定位置

に戻ること。 
        ・ボールを打ったり受けたりした後、ボールや相手

に正対すること。  
● ：・ラリーの中で、味方の動きに合わせてコート上の空

いている場所をカバーすること。 
      ・連係プレイのための基本的なフォーメーションに応

じた位置に動くこと 
※中学校学習指導要領解説 保健体育編 Ｐ125・133 参照 

■主体的な学習を成立させるための指導のポイント 

■知識・技能の定着に向けた指導のポイント 

保健体育 

保健体育科の授業づくりのポイント 

□ 学習指導要領解説保健体育編（以下、解説）に示されている「例示」等を参考にしな

がら、指導内容を明確化・重点化 

□ 生徒自らが既習事項を活用し、課題を主体的・協働的に解決する場面を設定 

□ 解説の「例示」等を参考にした単元における指導内容の明確化・重点化 

保健体育科では、技能に偏ることなく、３つの資質・能力をバランスよく育成するため、指導内容を明

確化・重点化した単元計画等に基づき、授業を実践することが大切です。 

 

 

□ 既習事項を活用し、課題を主体的・協働的に解決する場面の設定 

〔参考資料〕 

中学校学習指導要領 保健体育科 

の改訂のポイント 

（平成 30 年 12 月 独立行政法人 

教職員支援機構）  

 

 

発達の段階に応じた
適切な指導事項を設定
することで、運動が苦

手と感じている生徒の
適切な課題設定等につ
ながり、生徒の「でき

た」、「わかった」とい
う成功体験につながり
ます。 

第２学年 「 E 球技：ネット型 バレーボール 」 

学習した知識を活用して次時の技能の習得へ 

評価規準に応じた学習活動の設定 

・既習事項の活用 
・自らが方法を選択して自他 

の課題解決を図る場面の設定 

 
自他の課題に応じた解決
方法を自ら選択・実践 

 

解説における指導上の具体的な視点や「例示」に即した指導内容の改善例 指導内容の改善の改善例 

 
課題解決に向けた
流れを共有 

 

 ＩＣＴ機器を活用した 
授業中の即時的な評価 

 

タブレットで 
生徒の課題や 
自己評価を授業
中に随時確認 

 
ＩＣＴ機器による知識や自他の課題、
技能の定着状況等の共有(下記参照) 

 
自己課題の 
設定 

 
課題解決への
見通し 

 
解決方法の 
選択及び実践 

 
自己 
評価 

A 

A 

B 
B 

空いているコートへの

攻撃を中心としたラリ
ーをより効果的に行う
ために、｢定位置に戻る

動き｣や「次の攻撃に備
える」などの｢ボールを
持たない動き｣について

考える活動 


